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社
会
福
祉
法
人
岡
垣
睦
福
祉
会
が
運

営
す
る「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

て
の（
手
野
区
）」。
こ
の
事
業
所
で
は
、

一
般
企
業
で
の
就
労
が
困
難
な
障
害
の

あ
る
人
が
就
労
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
が
で
き
た
４
年
前
か
ら
通
所
し

て
い
る
寺
尾
さ
ん
親
子
。
息
子
の
憲
二

さ
ん
は
、
こ
の
事
業
所
で
作
業
す
る
毎

日
を
こ
う
話
し
ま
す
。

「
職
員
や
ほ
か
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
、

対
等
に
話
し
な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
楽
し
い
で
す
」。

　

憲
二
さ
ん
は
、
軽
い
聴
覚
障
害
と
知

的
障
害
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
勤
め

て
き
た
企
業
で
は
、
指
示
を
う
ま
く
聞

き
取
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
退

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
母
の
美
穂
子
さ
ん
は「
息
子

は
周
り
の
人
か
ら
障
害
の
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
え
ず
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
身
体
障
害
の
あ
る

私
は
、
二
人
分
の
悩
み
や
不
安
が
大
き

な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」と

当
時
の
様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
法
人
が
同
じ
敷
地
内
で
運
営
し
て

い
る「
指
定
障
が
い
者
支
援
施
設
こ
す

も
す
園
」で
施
設
長
を
務
め
る
植
田
智

さ
ん
は「
多
く
の
人
は
、
障
害
や
障
害

の
あ
る
人
に
対
す
る
知
識
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
、
ど
う
し
て

親
子
で
見
つ
け
た
新
た
な
居
場
所

簡
単
で
は
な
い
障
害
へ
の
理
解

　住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らすことは、多くの
人が抱く願いです。今回の特集では、障害のある人もない人も、
ともに支え合って生きていくために大切なことを考えます。
問い合わせ　福祉課

▲紙袋を作成している寺尾美穂子さん（左）と憲二さん（右）
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こすもす園
施設長　植田智さん

も
心
配
が
先
立
っ
て
、
障
害
の
あ
る
人

と
の
交
流
な
ど
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
同

法
人
は
町
外
で
も
障
害
者
支
援
施
設
を

営
ん
で
い
ま
す
が
、
施
設
を
開
設
す
る

前
に
は
、
そ
の
地
域
の
人
々
に
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
何
度
も
説
明
会
を
開

い
た
そ
う
で
す
。

　

障
害
の
種
類
や
症
状
、
程
度
は
個
人

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
障
害
の
あ
る

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
、

就
労
訓
練
を
す
る
事
業
所
や
入
所
施
設

な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
て
の
」

で
は
、
本
人
の
能
力
や
希
望
に
応
じ
た

作
業
で
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長

く
通
っ
て
い
る
憲
二
さ
ん
は「
新
た
な

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
教
え
た
作
業
を

少
し
ず
つ
覚
え
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ

し
い
で
す
。
ま
た
、
昼
休
み
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
毎
日
の
楽
し

み
で
す
」と
や
り
が
い
や
楽
し
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
う
場
所
で
過
ご
す
こ
と

図１ 障害の主な種類や症状

器質性精神障害
認知症や意識障害な
ど脳の異常によって

起こる精
神障害

身
体
障
害

精
神
障
害

知
的
障
害

難
病

聴覚・
平衡機能障害
聴力の障害、安定
した姿勢を維持す
る機能の障害

音声・言語・そしゃ
く機能障害
発声や言語の理解、食
べ物をかむ・飲み込む
機能の障害

てんかん
突然意識を失うなど
の発作を繰り返し起
こす病気

内部障害
心臓やじん臓など、
身体内部の機能の
障害

肢体不自由
手足や運動
機能の障害

成人の人格・
行動の障害
人格障害、ギャン
ブル依存症など

統合失調症
気持ちや考えがまとま
りづらくなり、幻覚や
妄想などが起こる病気

視覚障害
視力や視野
の障害

心理的発達の障害
自閉症などの発達障害

精神作用物質
使用による障害
アルコー
ルや覚醒
剤などに
よる精神
や行動の障害

　潰瘍性大腸炎やパーキンソン病など、発病の原因が明らか
でなく、治療方法が確立していない希少な疾患で、長期的な
療養を必要とする病気

精神遅滞
精神障害と知的障害はほぼ同
義。精神遅滞は医学上の診断
名で、知的障害は法律上の言
葉。おおむね 18 歳までに知
的機能の障害が現れ、日常生
活に支障が生じる状態

気分障害
うつ病、双極
性障害（躁う
つ病）など

生理的障害・身体的要
因による行動症候群
摂食障害（拒食・過食）、睡
眠障害、性機能不全など

誰もが自分らしく
生活できるまちを目指して

特 集

神経症性障害、ストレス関連
障害、身体表現性障害
パニック障害、不安障害、心的外
傷後ストレス障害（PTSD）など

17 ページ「住人十色」のコーナーでは、ウィルチェアー（車椅子）ラグビーをして
いる田原正道さんを紹介しています。特集とあわせて読んでみてください。

　これまで障害は、「手足が動かない」「聞
こえない」などの医学的視点から、障害の
ある人自身のものと考えられる傾向があり
ました。しかし近年は、障害は社会との関
係性の中にあるもので、障害のある人の社
会への参加を妨げるような障壁を取り除く
ことが大切であると考えられるようになっ
てきています。

精神障害者保健福祉手帳所持者

身体障害者手帳所持者
療育手帳
所持者

※療育手帳は知的障害のある人に交付されるものです。
図２ 町内の障害者手帳の所持者数（平成 30 年３月末現在）

変わりつつある「障害」の考え方
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みんなでふれあい
支え合える町にしよう

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
６
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る「
岡
垣
町
障
害
の

あ
る
人
の
た
め
の
基
本
計
画
」を
策
定

し
ま
し
た
。「
と
も
に
生
き　
と
も
に
支

え
あ
い　

自
立
を
支
援
す
る
ま
ち
」と

い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
障
害
の
あ
る

人
に
対
す
る
差
別
の
解
消
や
障
害
の
あ

る
児
童
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
障
害
の
あ
る
人
と
地
域
の

人
と
の
関
わ
り
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
交
流
が
さ
ら

に
増
え
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

と
も
に
生
き
る
社
会
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
計
画
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

障
害
福
祉
に
関
す
る
計
画
を
策
定

地域のつながりや学びが広がっています

　11 月10 日、NPO 法人里山宮
の森がイモ掘りをしました。毎年
里山宮の森のみで行っていますが、
今年は子どもたちと一緒に作業を
しようと、同じ地域内にある放課
後等デイサービス事業所「学童ふ
れ愛」の子どもたちを招待。豊か
な自然を生かした体験で楽しく交
流を深めました。

地域との交流
　11 月 26 日、「こどもデイサービ
スにこり」の子どもたちが岡垣中
学校を訪問。吹奏楽部の生演奏
を楽しみました。この交流は、同

校の文化祭で吹
奏楽部の演奏を
聞いたスタッフ
の一声で実現し
ました。

学校との交流

基本計画は
町公式ホームページで
見ることができます

　計画の考え方や具体的な
取り組みのほか、計画策定
時に障害のある人を対象に
行ったアンケートの結果など
も掲載しています。

　11 月９日、海老津小学校の４
年生が福祉の授業を受けました。
子どもたちはアイマスクや車椅子
での移動を体験。車椅子に乗る人
の気持ちになって補助することな
どで思いやりの心を学びました。
　福祉教育の講師は社会福祉協
議会の職員。町内の小中学校な
どで毎年行われています。

福祉教育
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聴覚障害のある人には
聞こえる程度は人により異
なります。音声での会話
が聞きとりづらいようであ
れば、スマートフォンや筆
談、手話など、視覚的に
伝えられる方法でコミュニ
ケーションをとりましょう。

知的障害のある人には
困っているようなときは、
優しく丁寧に声を掛けま
しょう。何かを説明すると
きは、具体的な表現や絵
などを使い、分かりやす
く伝えましょう。

車椅子の利用者には
高い位置にあるものに手
が届かず困っているとき
は、代わりにとってあげ
ましょう。また、道路な
どの段差で困っていると
きは、段差を越えられる
よう手助けをしましょう。

　

ま
ず
は
身
近
な
障
害
に
関
す
る
こ
と

に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
外
出
先
で

障
害
に
関
す
る
マ
ー
ク
を
探
し
た
り
、

手
話
を
勉
強
し
た
り
と
小
さ
な
興
味
を

も
つ
こ
と
が
、
障
害
へ
の
理
解
を
深
め

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
は

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」を

持
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

手
助
け
が
必
要
な
人

が
、
あ
ら
か
じ
め
手

伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
記
入
し
て
お
き
、

困
っ
た
と
き
に
周
り
の
人
に
見
せ
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
や

困
っ
て
い
る
人
を
見
掛
け
た
と
き
は
、

そ
の
人
に
応
じ
た
手
助
け
を
し
て
く
だ

さ
い
。
優
し
い
気
持
ち
で
、
誰
も
が
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
の
は
関
心
を
持
つ
こ
と

困
っ
て
い
る
人
に
は
手
を
差
し
伸
べ
て

正
し
く
理
解
し
て

住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
ろ
う

【役場】
●福祉課☎ 282-1211
【障害のある人やその家族の相談】
①�岡垣町障害者相談センター☎ 282-5167
②岡垣町東部障害者相談センター＝☎ 282-5103
※①は内浦・吉木・海老津校区、②は山田・戸切校区
に住んでいる人が対象
【宗像・遠賀保健福祉環境事務所】
●�乳幼児発達診査☎ 0940-36-2366
●�こころの健康相談☎ 0940-36-2473
●�難病ホットライン☎ 0940-36-7000

【そのほか】
●�発達の遅れや非行などの子育て相談（宗像児童相

談所）＝☎ 0940-37-3255
●�発達障害のある人やその家族などの相談（北九州地

域発達障がい者支援センター）＝☎070-1242-1503
●�こころの健康相談（福岡県精神保健福祉センター）

＝☎ 092-582-7500
●�ひきこもりの相談（福岡県ひきこもり地域支援セン

ター）＝☎ 092-582-7530
●�障害のある人の就労に関する相談（北九州障害者

しごとサポートセンター）＝☎ 871-0030

悩んでいる人は相談してください

　障害の種類や程度はさまざまで、外見からは分かりに
くい障害もあります。それぞれの特性にあわせて手助け
をしましょう。また、相手が望む方法での手助けが難し
いときは、その理由を説明し、ほかの方法を話し合うな
どして適切な対応を心掛けましょう。

【例】

相手が必要と
する手助けを
しましょう

▲ヘルプカード

誰もが自分らしく
生活できるまちを目指して

特 集
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